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  杉    行夫

　　　　　　　梅雨が明け、真青な空から強い日が差し始めた７月23日、2020 東京オリンピックの開会式
が夜８時から始まった。この日の昼には、航空自衛隊ブルーインパルスにより、世界の平和のシンボル・五色
の輪が競技場上空いっぱいに美しく描かれたが、式場は無観客で、競技場附近の道に大勢の見物人が群がっ
ていたという、前代未聞の奇妙な光景が広がることになった。「206ヶ 国・地域」からの参加。開会式の各国選
手団の入場は、「日本語で標記した五十音順」で行われた。最初の「ギリシャ」と、開催国「日本」が最後なのは
恒例のことである。初めに来る「アイルランド」などの殆どの国名は「カタカナ」だが、中には「漢字」のものもあっ
た。具体的には英国、北マケドニア、赤道ギニア、大韓民国、中央アフリカ、中華人民共和国、東ティモール、
米領サモア･バージン諸島、南アフリカ･スーダン、日本である。最初の「ギリシャ」の次は「難民選手団」「ＲＯＣ」
であった。聞き慣れないＲＯＣとは、ドーピング問題で「国」として参加出来なかった「ロシア・オリンピック委
員会」のことだという。2028 年開催国（アメリカ合衆国）、2024 年開催国（フランス）は最後の「日本」の手前
であり、これも毎回恒例のこと。無観客のためか、高揚感や華やかさには欠けたが、いろいろ工夫された開会
式であった。しかし、今回のオリンピックはパンデミックという困難の中で、「開催ありき」という強い商業主義
の匂いが漂う、慌ただしい開催となったことは残念であり、多くの課題を残した。とりわけ、開催を楽しみにし
ていた訪日外国人観光客や世界中の観光関係者が報われなかったことは、オリンピック開催の意義が問われ
ることになった。そこで、今後の観光業界の活性化に資する観光立国政策として、＜日本へのGo-To JAPAN 
キャンペーン（旅行代金の一部を還付）＞の実施を、日本政府に提案してみてはどうかと思う次第である。　  

特別顧問 　丹羽   晟 （日本空港ビルデング顧問）   本保 芳明 （国連世界観光機関 駐日事務所代表）  大島 愼子（国立大学法人筑波技術大学監事）
理  事  長　 寺前秀一（人流観光研究所長）　　　副理事長　   岡村   進  （元小田急トラベル社長）
事務局長　 杉   行夫 （理事）
理　　事　 須田   寬 （東海旅客鉄道顧問）　 分家静男（元射水市長）　 堤  るり（元宮崎放送）　山田早苗（元近畿日本ツーリスト）　
　　　　　 近藤節夫（日本ペンクラブ会員） 　長尾亜夫（西日本鉄道相談役）　  澤田利彦（松蔭大学学長補佐）
　　　　　 今井 智康（ケーアンドケーロドス（株）代表取締役）　 望月義人（筑波学院大学学長）　高橋俊朗（元（株）小田急レストランシステム取締役社長）
　　　　　 辛嶋保馬（元 JTB国会担当、佐藤和弘公認会計事務所相談役）     田阪友隆（NHKインターナショナル専門委員）
　　　     　片山裕司（花園神社宮司）　沓掛博光（元旅行読売編集長） 

　　　　　 アイエスカンパニー    一般財団法人NHKインターナショナル   株式会社えんれいしゃ 　小田急電鉄株式会社   
　　　　　 社団法人くらしのリサーチセンター   株式会社グリーンキャブ  株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド 
　　　　　 三普旅行社有限公司　住友電設株式会社     大成建設株式会社        大成設備株式会社　大成有楽不動産株式会社 
　　　　　 株式会社丹青社     第一交通産業株式会社     株式会社ダイエーコンサルタンツ  　東海旅客鉄道株式会社 
　　　　　 財団法人東京観光財団      西日本鉄道株式会社        公益社団法人日本観光振興協会中部支部   
　　　　　 日本空港ビルデング株式会社    専門学校日本ホテルスクール     広島電鉄株式会社     
　　　　　 福岡国際空港株式会社      北海道空港株式会社      株式会社ホテル小田急     ホテルメトロポリタン   
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https://www.japannow.org/

気象と
天気の話
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東京都知事が認証した「都市・環境・観光NPO」が発信する隔月刊情報誌

JAPAN NOW観光情報協会
副理事長   岡村  進 

JAPAN NOW誌の精神

２
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P1 - JAPAN NOW誌の精神 / 新刊本紹介
P2 - 鉄道車両は動く文化財⑥ / COLUMN
P3 - セミナー講演録 第169 回
P4 - NEW SPOT 
P5 - 旅は世につれ…
P6 - 五輪に思う/ NPO から提案
P7 - アメリカこぼれ話 / セミナー報告第 170 回
P8 - 気象と天気 / 編集後記

写真：Wikipedia 法隆寺 国宝 世界遺産 国宝・世界遺産法隆寺
 （© ねこすき クリエイティブ・コモンズ・ライセンス（表示 4.0 国際））を改変して作成

 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　今村昌平映画監督はカンヌ国際映画祭
　　　　　　　　　において、「楢山節考」「うなぎ」で二度に
　　　　　　　　　わたり、パルムドールに輝いた日本映画
　　　　　　　　　界の巨匠でした。
　　　　　　　　　　1985年、監督は日本初のホテル観光
　　　　　　　　　情報誌・「JAPAN NOW( 英文対訳 )」の創
刊にあたって、「この本はまず＜人間＞を中心に書かれるべき
だと思う。我々は己の生き方について、理屈があるなしにかか
わらず、<おもしろいからやっている>人々に登場願うことにし
た」と述べている。JAPAN NOWは長年にわたり、日本の文化・
風俗・宗教などの観光、とりわけ古典芸能を支える<おもしろ
いからやっている>人々に光をあて、独特の臨場感、人間感
触（五感）、情念、絆、ストーリー性を醸し出す編集で、訪日外
国人をはじめ多くの宿泊客を魅了し、毎年、300軒の著名ホ
テル・旅館に9万部が頒布されていました。
　監督は1986年、専修学校・日本映画学校 (現日本映画大
学 )を小田急の新百合ヶ丘で開校し、生徒に「人間とはなんと
おもしろいものか、人間観察が肝要です」と教えていました。
　監督は <おもしろいからやっている>映画人の育成に務め
るとともに、映像現場の一次情報を丁寧に収集し、情報化する
という、情報における一次産業を大切にした人でした。
　昨今は、新聞記者が現場を取材せず、ネット情報を組み合
わせただけの記事を書いていると問題視されています。これは
デジタル化の急速な進展により、人間の五感が軽視され、「情
報化」の作業を蔑ろにし、「情報処理」に偏重している、社会が
空疎・無味乾燥化して「空気」が人々を動かしている背景もあ

ると思われます。本協会の名称・ジャパンナウは今村監督から
無償で使用許可をいただいたものです。
　願わくは、本協会の JAPAN NOW紙は、観光が <おもしろ
いからやっている>市井の人々により多くのご登場いただき、
監督の精神を受け継ぎ、観光の一次情報を大切にした、人間
の情念、ストーリー性 (ロマン )に満ちた紙面づくりに邁進す
べきであると思うのです。

災害への備えを常に万全に！
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　　　　　 　　時刻表は様々なことを語る
　　　　　　　　　  長宗我部家 17代当主  長宗我部 友親 

　　　　　　　　　 『鉄道と地図』（鉄ぶらブックス）
　　　　　　　　　 須田寬、野々村邦夫 共著（交通新聞社）
　　　　　　　　　　大学生のころ福岡県の門司港駅の近
　　　　　　　　　くに住んでいた。父親が転勤族であった
　　　　　　　　　ので、宝塚の近くや小樽に移ったことも
　　　　　　　　　ある。門司では、家が山の上のほうで　
　　　　　　　　　あったので、家から少し上のほうに登る
　　　　　　　　　と関門海峡がよくみえた。そんなことも
　　　　　　　　　あって、『鉄道と地図』の「地形関門トン
　　　　　　　　　ネルを見る」の項をみてみる。わたしが
　　　　　　　　　住んでいたころは、1942 年に開通した
　　　　　　　　　鉄道主体の関門トンネルしかなかったが、
現在は1975 年開通の山陽新幹線の海底トンネルができている。
さらには高速道路の道路橋に国道２号の道路トンネルもある。海
の底と海の上の双方に新しい「道」がつくられたことがわかる。こ
の地は平安の昔は、源氏と平家が死闘を繰り広げた場所である。
　かつては時刻表の最初のページについている鉄道地図を頼
りに目的地にゆくための交通手段をさぐった。その鉄道地図の
歴史や読み方をこの本は丁寧に教えてくれる。また、「日本の鉄
道のあゆみ」の項目では、明治から令和までの鉄道の歴史が、
懐かしい機関車の写真なども添えられて、解説されている。

『鉄道と地図』

 ・本会の初代名誉会長を務められた、故

日本初ホテル情報紙
（ハードカバー本）
JAPAN NOW 創刊号表紙

内閣府HP「避難情報に関するガイドラインの改定」をもとに日本気象協会が作成

【世界遺産】 「奄美大島、徳之島、沖縄島北部および西表島」 （世界遺産登録年：2021 年）

U   N   W   T   O

　時刻表と地形図が描いた

　　　　鉄道の歩み

JN協会理事・JR東海顧
問須田寛氏と元国土地理
院長で現在日本地図セン
ター顧問野々村邦夫氏と
の共著。交通新聞社発行
　　   定価 1980円
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フリーランス・ライター　 北出    明　

JR 東海 顧問　

列車には無駄が多いのです。買収の結果ローカル支線を多数
かかえることになった国鉄も輸送量の少ない多くの支線を効率
的に経営するため外国の例を参考に客車の一部に小型の蒸気
機関（ボイラー）をはめ込み機関車と客車を一体化して1両で
運行する蒸気動車を導入しました。
　オーストリアから明治 41年に7両の蒸気動車を輸入、国鉄
のほか、近江、河南、博多湾の各鉄道会社で使用開始されまし
た。客車の片端にボイラーがあり、ここで機関助士が石炭をくべ
て蒸気を発生させ、パイプを通じて車輪に直結したシリンダー
（汽筒）に送って車輪を回転させます。運転席はボイラー横にあ
りますが、ボイラーと反対側の車端にも運転席がありワイヤーを
　　　　　　　　　　　　　外して蒸気の投入量を加減した
　　　　　　　　　　　　　りして反対方向へもそのまま運転
　　　　　　　　　　　　　できるので機関車のように終点
　　　　　　　　　　　　　での転向の必要がなくなりました
　　　　　　　　　　　　　　又一両の単行運転が原則です
　　　　　　　　　　　　　から地方の小単位の輸送を効率
的に行うことができます。今回当時の蒸気動車の原型がそのま
まの姿で残るJR東海のリニア鉄道館展示のホジ6014号車（大
正 2年汽車会社製造）が「機関室と客室を一車両に合造し小単
位の輸送効率を高めその後の気動車の原型ともなった」として
国の重要文化財に指定されました。なお 6014 号車は製造後
官鉄関西線 ( 関西地区 )で使用されたあと、筑豊地区の配置を
経て、名古屋鉄道が買収しましたが戦中戦後の混乱期でほとん
ど使われないまま保管されて、その後同社の「明治村」で展示さ
れていました。その後旧国鉄が貴重な記念物として譲受け再整
備の後現在は名古屋の「リニア鉄道館」で展示されています。
（注）「ホジ」の「ホ」は車両の重量区分を示す記号「ジ」は自動車両を示
す記号（現在この記号は使われていない）

三国連携」とした。「波」はポーランドの漢字表記である「波
蘭」の略で、「日独伊三国同盟」をもじったもの。
　まず、二人のオランダの外交官。最初は、杉原千畝が日
本への通過ビザを出すことを可能にした「キュラソー・ビ
ザ」を発給したヤン・ツバルテンダイク領事（杉原千畝と同
じく、リトアニアのカウナスに駐在）。二人目は、当時神戸
のオランダ領事館に勤務していたデ・フォーフト領事。彼は、
ウラジオストクから敦賀に到着したユダヤ難民 74名が書
類不備のために上陸できなかった際、入国証明書を出して
彼らの日本入国を助けたことで知られている。
　次に、ポーランドの外交官として、初代駐日大使を務め
たタデウシュ・ロメル。難民たちの多くはポーランドから逃
げてきたユダヤ人で、当然のことながらポーランド国籍で
あった。「ユダヤ人であろうとなかろうとポーランド国民で
ある以上、彼らを保護するのは大使である私の使命」とし
てロメルは、次の行き先国へのビザをもっていなかった多
数の難民に必要な数のビザの確保に尽力した。
　この講演会においては、オランダ大使館のテオ・ペーター
ス公使によるビデオ・メッセージを披露したほか、ポーラン
ド広報文化センターのマリア・ジュラフスカ所長の参加を得、
直接スピーチを聞くことができたのは幸いであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　その名の通り「蒸気で
　　　　　　　　　　　　　　　　 動く客車」のことです。明
　　　　　　　　　　　　　　　　 治 39 年「鉄道国有法」
が  　　　　　　　　　　　　　　　 　が成立する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 日本全国の鉄道は「一
　　　　　　　　　　　　　　　　 地方ノ用ニ供スルモノヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　 除キ」すべて国が保有経
　　　　　　　　　　　　　　　　 営することになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　 それまで日本の鉄道は
　　　　　　　　　　　　　　　　 既に数千粁の路線が完
　　　　　　　　　　　　　　　　 成していましたが、約半
　　　　　　　　　　　　　　　　 分は国有国営の鉄道―
　　　　　　　　　　　　　　　　 官鉄、残り半分は民間会
社が建設経営する民鉄―いわゆる私鉄に二分されていました。
鉄道路線はつながっていても経営自体が異なるため直通列車
の運行等全体としての鉄道システムが円滑に機能していくこと
に問題があったことから日露戦争後の鉄道国有法制定につな
がったのです。
　明治 41年頃までに「一地方の用に供する」大都市圏の鉄道
（今日の大手私鉄の前身）と地方ローカル鉄道を除いて17社
の鉄道が国に買収され国鉄線となりました。そのなかには当然
客貨の輸送量が少ないローカル支線も多く含まれていたのです。
当時の鉄道は蒸気機関車（SL）が客車貨車を牽引して走るいわ
ゆる〝汽車〟が中心でした。汽車の輸送力は大きいのですが、終
点で機関車の付替えと方向転換が必要です。このため小単位の

写真：wikipedia   1941 年 11 月 17 日 
http://www.jacar.go.jp/nichibei/popup/pop_29.html

　私が初めて「観光立国セミナー」で講演させてもらったの
は、2012 年 2月10日の第 74回の時であるから、足か
け10年になる。その時のタイトルは「杉原ビザのユダヤ
難民を支えた日本の人々 ～インバウンドの原点を探る～」
というものだった。その後も２度、機会を与えられ、今回は
実に４回目となった。
　さて、振り返ってみて、私の講演のテーマは一貫して、杉
原千畝に関連する「命のビザ」が基調となっている。そのた
め、私がいかにも杉原千畝の研究者であるかのように受け
取られることがあり、面映ゆさと戸惑いを感じることがしば
しばである。率直に言って、最近の私はむしろ杉原千畝以
外にもユダヤ難民に救いの手を差し伸べた人々がいたこと  
　　　　　　　　　　　　　　に光を当てるべきだと主
　　　　　　　　　　　　　　張している。　
　　　　　　　　　　　　　　　そこで、今回はオラン
　　　　　　　　　　　　　　ダとポーランドの外交官
　　　　　　　　　　　　　　が果たした役割を紹介す
　　　　　　　　　　　　　　べく、演題のサ ブタイト
　　　　　　　　　　　　　　ルを「知られざる日蘭波

観光立国セミナー 第170回 7月 9日  会場：ＭＦＰＲ渋谷ビル4階

真珠湾攻撃の直前にハル国務長官と最後の会談に
臨む野村大使と来栖大使（1941 年 11月17日）

「 何故、真珠湾攻撃は
　　　 騙し討ちになったのか？」74

エッセイスト   近藤  節夫

　海外渡航が自由化されてからしばらくの間、海外旅行の
土産品はウィスキーのジョニーウォーカー・黒ラベル（ジョ
ニ黒）が断トツで人気№１だった。ウィスキー３本と紙巻
タバコ200本を帰国時に免税品として持ち込むことができ、
海外へ出かけると誰もが決まってそれら免税品を買い求
めたものである。友人の中には今度海外へ出かけたらジョ
ニ黒を頼むという、厚かましい輩が随分いた。
　今から半世紀ほど昔、アフリカの地でジョニ黒１本と引
き換えに、豪華な野生チータの毛皮を手に入れたことがあ
る。ナイル川の上流、白ナイルと青ナイルが合流し飛沫と
虹の中に夢幻的な魅力を演出する、スーダンの首都ハル
ツームへ出かけた時のことである。安宿のロビーで飲みか
けのジョニ黒をバッグから取り出したところ、ひとりの地元
の若者が裸足のままにじり寄って来て、そのジョニ黒をこ
れと交換してくれないかと唐突に声をかけられた。ほれぼ
れするほど見事な木彫りの民芸品だったので、即座に‘ＯＫ’
と応じた。しばらく話し込んでいるうちに、彼がまだ栓を開

けてないジョニ黒があれば、誰もが欲しがるチータの毛皮
と交換しても好いと囁いた。しばらくして若者は豪華なチー
タの毛皮を抱えて戻って来た。直ぐに部屋へ取って返し、
まだ開栓してないジョニ黒をチータの毛皮と交換した。
　今では野生動物の保護法上、チータなど野生動物の無
許可の捕獲は認められていない上に、絶滅危惧種の身体
の一部などを国外へ持ち出すことは固く禁じられている。
当時はまだ保護法もなく万事に手緩い時代で、「物々交換」
によるチータの毛皮も問題なく持ち出せ、帰国時に空港税
関で咎められることもなかった。あの「物々交換」によって
豪華なチータの毛皮を手に入れて大儲けしたと得意満面
だった。その一方で開栓していないウィスキーも、現地の
若者にとっては儲けものだったようで、まさに「ウィンウィ
ン」の取引となった。異民族間対立が続くスーダンでは、
10年前に南スーダンが分離独立したが、その後も部族同
士の諍いが絶えない。ナイル川合流地点の魅力的な観光
スポットは、現在どうなっているだろうか？ あの毛皮を交
換してくれた若者は、あの後ジョニ黒をどうしただろうか？
　ふっと想い出すことがある。

儲けものの「物々交換」

。

写真：Abbie Rowe - National Archives and Records Administration

日本への宣戦布告書に署名している
フランクリン・ルーズベルト

鉄道車両は動く｢文化財｣⑥

上下写真：ホジ 6014

写真提供：交通新聞社

写真：ホジ 6014

「気動車」の元祖「蒸気動車ホジ 6014」
電文を外交文書に作り替えるには充分な時間の余裕が
あった。大使館内の電信課からの解読電報は、迅速に行わ
れ、書記官室に届けられたが、書記官たちは仲間の送別会
があり、外出しており、翌朝まで文書作成作業は行われて
いなかった。7日午前中には本省から断交通告文章は7日
午後1時に手交するよう指定する電報が届き、直ちにハル
国務長官と1時会見の約束を取り付けた。しかし、文章作
成作業の遅れで、会見を1時45分まで延期せざるを得ず、
実際に野村大使と来栖特命大使が国務省に到着したのは2
時5分、控室で待たされて，ハル国務長官に会見したのは
2時20分になってしまった。



政 治 家 再 教 育

小田急電鉄（株）特別社友

　私のゴルフ仲間に政治家の再教育の必要を唱えているU
君という人物がいる。彼がいうには医師、弁護士、司法書士、
国家公務員などにはその資格を問う試験に合格しなければ
世間で認められないのに、国政を司る国会議員は選挙に当
選しさえすれば通用するというのはおかしい。少なくとも憲
法、民法、刑法、公職選挙法ぐらいについては最低限の知識
の有無を調べる試験を受けさせるべきだというが、近ごろの
政治家の言動をみるにつけ私も同感である。
　先日もコロナ対策の一環として緊急事態宣言の方針に従
わない飲食店に、金融機関や酒類卸業者を通じて圧力をか
けるといって反発を受け、慌てて撤回するというお粗末な事
例があったが、これなどは独占禁止法の知識があれば有り
得ない事態である。担当大臣のみならず、首相以下関係政
治家の誰一人事前にストップをかけなかったとはまことに情
けない有様である。
　データによると我が国の国会議員の数は先進諸国中最多
であり、議員報酬も最高額、加えて様々な手当や特権があり、
それらはすべて国民の血税によってまかなわれているのだ。
　つらつら考えるに参議院は廃止して一院制とし、議員の数
も三百人程度にすべきではないだろうか。こうすると世襲議
員ばかり当選するのではないかという危惧も生じるかもしれ
ないが、それに対してはリコール制度を拡充すればよいだろ
う。選挙区に関係なく、全有権者がリコールに参加できれば
この点は是正できるのではないかと思うのである。
　いずれにしても現在の国会議員の無知、無教養ぶりは、こ
れ以上放置していけば健全な議会制民主主義がいずれ崩壊
への途を辿っていくことはまず間違いないであろう。

利光  國夫
伊藤　泰斗

寺前  秀一

３６

人流観光研究所長　

　コロナ禍でも、世界経済はそれほど落ち込んでいないようだ。
PAYPALによると、世界のオンライン小売売上高は前年の3.35 兆ドル
から4.28 兆ドルへと100 兆円急増し、21年には 4.89 兆ドルまで伸
びると試算している。日本国の2020 年度税収も60兆円強と過去最
高となった。長引く新型コロナウイルスの影響は軽微にとどまっている。
景気回復で先行する海外経済を背景に企業業績はさほど落ち込まず、
消費、所得税収もそれぞれ想定を上回った。
　日本のGDPは昨年第 2四半期 28%減、第 3四半期 24%増と乱
下高した。政府の唐突な宣言による学級閉鎖等のショックが影響した
ものの、世間はすぐに対策を立て元に戻り、人流観光だけが元に戻れ
なかった。総務省のサービス産業動向調査等で今年 1～ 4月のデー
タを調べると、航空運輸、旅行業、宿泊業等が下位にある。その背景
にはインバウンド需要がほぼ消滅している事情がある。19年の訪日外
国人消費は4.8 兆億円で旅行消費額の17％を占めていたが、コロナ
によってほぼゼロに落ち込んだ。その4分の 3は中国、香港、台湾、
韓国であるから、真剣に近隣との国際観光振興をはかるべきだが、メ
ディアは相変わらず嫌中、嫌韓報道に明け暮れている。観光関連産業
の従業者数は約 900 万人、単純計算では、その17％に相当する約
150 万人が過剰雇用となる。事業者が耐えられずに経営破綻すれば、
この150 万人が失業するか、非労働力化してしまう。
　今の首相は役人の首を切る程度で、その権限は思われているほど
強くない。前首相は昨年 4月にコロナ患者用の病床を５万床にすると
発言したが、今年６月になっても3.6 万床と目標未達である。社会に
ベッドはあるが、振り向ける権限がないのである。逆にPCR 検査は、
権限はあるが政府に意欲と能力がなかった。その影響が人流観光ビジ
ネスに直接現れているが、人流観光ビジネス関係者は政策の遅れ等
の問題を認識せず、GOTOの再開を期待するばかりでは情けがない。
　PCR検査や隔離権限は保健所の設置者（都道府県、政令市、中核市、
特別区等）にあり、地域的に狭い単位である。都道府県以外には医療
体制に責任がないから、ズレもある。人流観光業界はこども庁より先に
公衆衛生庁の設置を要望すべきであり、旅館業法の所管もそこに集中
させるべきであろう。中国、イタリア等を対岸の火事としてみてきたから、
入国禁止措置は、出入国管理法の規定を実施するまで時間がかかった。
飲食店には休業や時短要請を出しておきながら、状況が少し改善する
とGOTOトラベルキャンペーンを始めたことへのチグハグ感への批判
が巻き上がった。東京五輪も同様なのであろう。責任ある者から、希
望観測的な発言はあっても、現実的な予測や中長期的な見通しが示さ
れていない。PCR 検査と水際人流規制を徹底すれば、イスラエル等の
ように「ゼロコロナ」に近づけた。厚生労働省は、初期の頃大規模な
PCR 検査にきわめて否定的であり、日本社会礼賛者達を中心に付和
雷同型の意見が拡散した。しかし欧米での成功談が報道されムードが
変化した。今では民間 PCR 無料検査まで普及している。ワクチン行政
の遅延は、子宮頸がんワクチン等これまでの情報公開が遅れていたこ
とのつけである。1960 年代のポリオ大流行時には、政治的決断の元、
国内治験を省略して承認している。一人負け状態の人流観光業界こそ
がが率先して政策提言するべきであるが、リーダー不在である。

コロナ禍に一人負けの人流観光ビジネス

（財）宿泊施設活性化機構理事長

国会議事堂　東京都千代田区永田町

　令和３年 7月26日、オンラインで開催していた国連教育
科学文化機関（ユネスコ）世界遺産委員会が「奄美大島、徳之
島、沖 縄 島 北 部 および 西 表 島」（鹿 児 島、沖 縄 両 県、
42,698ha）を、世界自然遺産に登録することを決めた。
　また、27日には同じくオンライン開催となった第 44回世界
遺産委員会拡大会合において、「北海道・北東北の縄文遺跡
群」の世界遺産一覧表への記載が決定した。これで国内の世
界遺産は合計 25件、文化遺産は20件となった。

◆ 設立の経緯
　登壇者伊藤氏は、都市銀行からシンクタンクを経て監査
法人系コンサルティングファームに。そこで、零細旅館か
ら超大型ホテルまで、様々な宿泊施設の事業再生を手がけ
てきた。その結果、他の産業に比して宿泊業に決定的に足
りないものがみえてくる。マーケティング・ブランディン
グ・広報概念、付加価値を上げる ( 高く売る ) という概念、
需給に合わせて価格を調整する概念、人時生産性という効
率性概念などである。宿泊業界として法令や運用の適正
化を図る方向に導くには、政官への業界広報機能が絶対的
に必要。そこで、同業者同士のコミュニケーション以外の
すべてのコミュニケーションの推進・支援を担務する新し
い組織として宿泊施設活性機構、JALF を設立した。
◆ 活動内容
　2015 年の設立後、3年半で日本最大の宿泊業界団体と
なり、政府と業界外への発言力に影響を高めた。第 1回の
日本宿泊ダボス会議での収益金を全額熊本地震に寄付、加
えて被災民をキャンセルが多発していた周辺宿泊施設に
収容するというボランティア活動を実施。民泊新法制定に
あたっては唯一の民間折衝窓口として取りまとめ、大目標
であった旅館業法の改正を遂行。現在は複数社のアセット
マネジメント業務や宿泊施設を核とした地方創生実務な
どを行っている。
◆ 最大の問題は人材不足
　超高齢化、少子化に伴い労働人口が著しく減少する。宿
泊業の離職率は、全業種でトップ。つまり、働きやすい職場、
働きやすい環境ではないということである。給与水準も全
業種の中で最低。コロナ禍にあって、2020 年はとにかく
現在を乗り切っていくという激動の我慢。今年 2021 年は、
アフターコロナに対して新たな戦略を構築し着実に手を
うっていくとういう冷静な我慢。では、労働力確保の側面
からみると、やれることは、１．給与水順と勤務体系の向
上と２．自動化、AI 化、ロボット化の 2つしかない。今、
JALF では 7つの神器を共同開発中である。
◆ ロボティクスの現況
１．全自動床清掃ロボットは、主に3社から発売されており、
軽量、障害物回避をして清掃作業継続、高速回転するパ
ワーブラシなどそれぞれに特徴がある。
最近では床清掃ロボットを使用されている家庭も見かけ
るようになった。
２．浴室ユニット全自動洗浄システムについては、現状、
自動浴槽洗浄機はノーリツがすでに販売しており、今は全
自動浴室洗浄機を開発試行している。浴室 8隅にスプリン
クラー様の洗浄噴射装置を設置し、浴室のドアを閉め、ス
タートボタンを押すと、湯で予備洗浄、洗剤噴射、脂質溶解、

　第169回 6月11日観光立国セミナー報告より

汚れをすすぎ落し、浴室自動乾燥、完了となる。これは開
発途上である。
３．全自動食器洗浄システムは、食器を未整理で挿入し、
残飯を吹き飛ばし、洗浄、完全乾燥と画期的であるが、全
長 15ｍ、80db の騒音、約 2000 万円強の価格と導入には
少しハードルが高いシステムである。
４．デリバリーロボットについてはシェラトン、マリオッ
トなど有名ホテルチェーンがアメリカ各都市で導入して
おり、日本では 2017 年 10 月品川プリンスで導入開始さ
れた。
　今後は「ロボットが清掃しやすい部屋」に空間設計する
必要がある。しかし、どこまでをロボットに任せ、どこを
人間かやるべきか、それを見極める運用ノウハウが非常に
重要になってくる。また、経営者にいま必要だと思うこと
は、競争力の源泉は自前で、価値の源泉でない業務は外注
するという認識と、従業員の誰かが止めたら絶対に補充で
きない、現従業員に少しでも長く残ってもらう必要がある
という認識である。コロナ終息後インバウンドは必ず再興
するだろう。「役に立つ」ものは「金銭的価値がない」世の
中へ、「意味を与える」ことを考えないと事業として成り立
たない時代に突入している。人間と新しい技術の共存・共
創が加速した今、改めて宿泊施設の付加価値について考え
直す時である。

第171回 観光立国セミナー開催のお知らせ

９月17日(金 )12：00より開催いたします(注 :第 3金曜日)
 ■ ■ ■  要事前予約 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
場  所：MFPR 渋谷ビル ( 株 )PIM４F 会議室

講  師：北畑 隆生氏
　　　( 元経済産業省事務次官・神戸製鋼取締役 )
演  題：スポーツと観光・地域振興・
　　　  「鹿島アントラーズ誕生物語」
参加費：会員 / 1,000 円　 一般 / 2,000 円　
　　　　※昼食 ( 弁当 ) 付き



正賞を持ち喜びのヤマザキ・マリさん＝2021 年 6 月、東京・経団連会館で

兼高かおる賞
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　海外旅行ブームの先駆けジャーナリスト、故・兼高かお
るさんの業績を称える「兼高かおる賞」の第 1回受賞者に
漫画家、文筆家のヤマザキ・マリさんが選ばれた。世界早
回り記録保持者だった兼高さんのチャレンジ精神、好奇心
などのイメージに重なる人柄や業績を認められたヤマザ
キさん。企画・行動力、表現力、気品、我慢強さ、プロ根性、
茶目っ気、ユーモアといった要素も選定の基準で、第 2第
3の兼高さんになる可能性のある人の発掘も狙いだ。日本
旅行作家協会（JTWO）と日本旅行業協会、兼高かおる基金
の共催。JTWO内に同賞実行委員会を設け、旅に関連し国
際貢献に尽くす日本人、団体、放送番組、イベント企画な
どから一次選考で 29者をノミネートし 1年間にわたり検
討を重ねて絞り込んだ。

　第 1回に受賞したヤマザキさんは 14歳の時にドイツと
フランスへ母の友人を訪ねて 1カ月のひとり旅。17歳で
イタリアに渡り、フィレンツェの国立アカデミア美術学院
で油絵・美術史を専攻。若いころから海外生活を経験し、
国際感覚を自然と身につけた。エジプト、シリア、ポルト
ガル、アメリカなどの国々に在住。イタリア暮らしを綴っ
たエッセー漫画でデビューした。北海道にも住み、地元札
幌テレビ (STV) の番組「どさんこワイド」で旅行・温泉のレ
ポーターを担当、ラジオのパーソナリティも務めるなど活
躍の場を広げた。ヤマザキさんの母・山崎量子さんはヴィ
オラ奏者で、北海道に拠点を置く札幌交響楽団の創設時か
らの団員で、近年は後進の指導に努める。マリさんの著書
「ヴィオラ母さん」は自由奔放な母娘の日々を綴る抱腹絶
倒の書だ。
　多くの文筆著作をイタリアと日本から発信し、TV番組
のコメンテーターとして活動する。古代ローマの浴場から
現代日本の風呂へタイムスリップする漫画「テルマエ・ロ
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　前回述べたようにオンラインツアーは移動できない状
況にあって旅行したいと望む人と旅行地をオンラインで
結ぶ、コロナ禍の中で生まれた旅の楽しみ方である。リア
ルな旅と比べれば大きな違いはあるが、その一方でライブ
動画をはさんで現地の人と交流したり興味深い話を、場合
によってはマンツーマンで聞けたりなど実際のツアーと
はひと味違う体験が楽しめる。
　私の隠岐諸島や沖縄の離島についてのオンラインツ
アーを紹介した記事に対して、「単なる映像鑑賞だと思っ
ていたら、ライブ感があって濃密な交流ができるのを知っ
て驚いた。老いて自由が聞かない私でも世界中を巡れそ
う」とコメントを寄せてくれた年配の方がおられた。
　自分は移動しないということで、身体の不自由な方や長
時間の移動が難しい方などにも喜ばれているようで、隠岐
諸島のツアー（主催は島根県）をコーディネートした隠岐
ユネスコ世界ジオパーク推進協議会の話では、２年前に全
国の特別支援学校の生徒を対象にオンラインツアーを実
施したところ大変喜ばれ、「これも隠岐を巡るひとつのツ
アーだと気づきました」という。そうした体験が今回のオ
ンラインツアーの企画につながったのだろう。

 

　また、このオンラインツアーを運営した地元の旅行会社
はすでに昨年から 15回程実施した実績を持つが、ツアー
後の参加者の声を聞くと、「98％の人が、次はぜひ実際に
行ってみたい」と答えたという。オンラインツアーが旅行
地選びの有効な手段であることを示唆しているようだ。
　沖縄県の離島ツアー（主催は沖縄県）でも、アンケート
結果を見ると、「とても満足」が 76％、「離島へ訪れたい」
が 78％と新型コロナの収束後の旅行ＰＲに貢献している
ことが窺える。沖縄県の離島というディステネーションの
せいか、参加者は 20～ 40代の女性が多かったが、この
ほか、60、70代の方もおり、幅広い層が参加している。１
人でも気軽に参加できるのもオンラインツアーの特色の
ひとつと言える。
　沖縄県ではこうした結果を踏まえ、コロナ後も修学旅行
の事前学習や介護施設でのレク活動との提携など様々な

メディアから見た旅の変遷  「旅は世につれ‥」その（二）

旅行ジャーナリスト　沓掛   博光

利活用を検討したいと語っていた。

 

　さらに、クロアチアの首都ザグレブの町歩きのオンライン
ツアー（クロアチア・ハートフルセンター主催）では、駐日
クロアチア大使館のドラジェン・フラスティッチ大使も参加。
ザグレブ市民の休日の楽しみ方や学生時代の思いでなど語
り、これに現地のガイドさんも加わり、日本の参加者がチャッ
トで交流するなど遠いザグレブが身近に感じられるやりとり
が続いた。オンラインツアーならでは楽しさかもしれない。
ツアー後のアンケートに、「満足した」が 50％、「大変満足
した」が 17％とあり、満足している人が多い印象を受けた。
また、事前に当地のワインを送ってもらい、そのワインを味
わいながらゆかりのワイナリーをオンラインで訪ねるツアー
には 50％の人が関心を寄せていた。こうした特産品を購入
してのオンラインツアーは国内でも行われているが、軌道に
のれば観光地でお土産を購入したり食事をしたりするのと同
様に地域への経済貢献をもたらすメリットもある。
 

コロナ禍という異日常を強いられている中で、異日常の世界
とも言われる観光をオンラインによって居ながらにして楽し
めるようになった。これからは様々な理由で旅に出られぬ人
もオンラインツアーによって見知らぬ土地や憧れの地を知り、
そこに暮らす人達とライブによって交わることも可能になった
と言えるだろう。新しい旅の世界がまた、一つ広がった。
「旅は世につれ」て、その形も楽しみ方も色々に変わること
を教えてくれているようだ。

ヤマザキさん――14歳で独仏ひとり旅

兼高さん――
世界早回り 73時間 9分新記録

兼高かおるさん＝
2012 年、パレスホテル東京で

談したり、このたびの授賞
式の挨拶で「子どものころ
兼高かおる世界の旅を見
るのが毎週楽しみで、地球
全体が私達の住処なんだ
と見せてくれた、私を作っ
てくださった重要な人で
す」。

居酒屋ボデギータでモヒートを作る兼高さん＝
2008 年、キューバ・ハバナで

隠岐諸島・知夫里島の手作り工房＝筆者撮影

クロアチアの首都ザグレブの町歩きでは駐日大使も参加＝筆者撮影

オンラインツアーではライブ発信と併せて、ビデオ映像も状況に応じて使われる＝筆者撮影

マエ」で 2010 年に第 3回マンガ大賞と第 14回手塚治虫
文化賞短編賞を受賞。15 年度芸術選奨文部科学大臣賞
新人賞受賞。17 年には文化貢献でイタリア共和国の星
勲章コメンダトーレを受章。兼高さんと生前ご縁もあり、
兼高著「わたくしが旅から学んだこと」で解説を書いたり
対　

　

　2 年前に 90 歳で亡くなった兼高さんは 1958 年に世
界一周 73 時間 9 分の新記録で一躍話題になり、生涯
150 余りの国々を取材した。海外旅行者が年間 10 万人
にも満たないころ 59 年に TBS 系 TV 番組「兼高かおる
世界の旅」が始まり 30 年以上も続いた。スペインの画家
サルバドール・ダリを自宅に訪ねたり、米ホワイトハウ
スにジョン・F・ケネディ大統領を訪問したり、日本人女
性として初めて南極へ（71 年）、アフリカ・チャドのポロ
ロ族や中国・新疆ウイグル自治区のカザフ族の女性たち
と交流したり、フィリピン・セブ島の祭りで王妃の衣装
で神輿に乗って楽しんだり。英ウエールズでチャールズ
皇太子にも会った。番組を終えた後も世界各地を巡り
2008 年にはキューバを訪ねた。躍動する彼女に憧れ、旅
行業界のリーダーや作家、文化人をめざした人びとは少
なくない。JTWO で斎藤茂太・創立会長のあとを継ぎ二
代目会長になり、さらに名誉会長となった。同協会は優  
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　れた紀行作品
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　を表彰し今年
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　第 7 回を迎え
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　た斎藤茂太賞
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　と 兼 高 賞 と、
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　旅の賞 2 本柱
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　を持つ。また
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　旅の魅力を伝
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　える「旅の良
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　書」を毎年 10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊ほど推薦し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。
 　　　　　　　　　　　　　　　　   文・写真　林　莊祐

正賞のヴェネチアングラス・ト
ロフィー。三嶋りつ惠さん作
「VITALE」（イタリア語で活力の
意味）で兼高さんのイメージを
思い描き「活力」を表現した


